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1 .はじめに
1. 1. 目的
現行の高等学校学習指導要領(文部省， 1999) の理
科の目標には、「自然科学に対する関心や探求心を高
め、観察、実験をおこない、科学的に探求する、能力
と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての
理解を深め、科学的な自然観を育成するjと記されて
いる。これは平成元年の高等学校学習指導要領の改訂
の際の改善の基本方針として、理科学習において、
「自然に親しむことや観察、実験を一層重視するjこ
とが位置づけられた結果の反映である(文部省， 1989)。
しかし、現実には観察・実験の実施率は低迷してい
るという(五島， 1999など)。また、理科科目の開設
に偏りがあることが指摘され(山村ほか， 2006)、特
に自然史科学分野の内容を含む、「生物 IIJ、「地学 1J、
「地学IIJにおいて開設率の低さが顕著であるというっ
このような傾向は、実際に大阪市立大学に入学してく
る学生おいても同様に認められ、 2002年度入学者の
「生物1IJ (23.3%)、I地学 1AJ (3.6%)、「地学 1BJ 
(7.3%)、「地学 IJ (2.5%) の履修率が顕著に低いこ
とが報告されている(大久保 2010)。さらに高校の
理科各科目において、実験の実施が1学期に l回以下
であったと回答した学生 (2006年度理系学部入学者)
の割合が物理および生物の科目で 6割、化学の科目で
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5割を越えている(大久保ほか， 2007)。
これら自然体験や観察・実験の経験不足は、文系理
系を問わず大学入学者の科学的リテラシー形成に大き
く影響を与えていると考えられる。従って、将来の社
会を担う人材を育成する大学においては、これらの実
態をふまえた自然科学的教養教育の構築が求められ
る。これに対しては、最近幾つかの大学において新し
い試みが開始されている(金子， 2007、須藤， 2009ab、
中山， 2009など)0 しかし、現実には大学の全学共通
教育の授業においては、多人数規模の授業を余儀なく
されている。このような学習環境の中で、いかに自然
体験や観察・実験の機会を実現させるかは今日の大学
教育において大きな課題のひとつである。これに対し
て、千葉大学では全学で1100名が受講する物理学基礎
実験において、安価な材料を用いて実験装置の小型化
を行うことにより物理実験の個別化 1I (パーソナルデ
ィスクラボ)を実現し、教育効果をあげている(中山，
2009)。従って、大学の多人数を対象とした実験や実
習の授業においても、個別化を行うことにより限られ
た人的、経済的制約の中で教育効果をあげることが期
待される。
以上のような問題意識に基づき、植物を対象とする
野外観察実習を個別化する学習プログラムを開発し、
大阪市立大学全学共通教育の授業において授業実践を
行い、多人数クラスでの有効性を検証した口
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2.学習プログラムの開発と授業実践
2. 1.プログラム開発のねらい
前述の問題意識に基づき、次のような点に留意して
プログラム開発を行った。
①全学共通教育科目の授業へ野外観察実習を導入する
②多人数クラスへ対応した野外観察実習プログラムと
する
③座学中心の授業からアクテイブ・ラーニングへの転
換を図る
④楽しさ、興味・関心、意欲など情意面での充実、お
よび学習への動機付けの喚起を図る
⑤生物未履修者にも親しみやすい内容とする
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2. 2.観察実習における学習の個別化
通常、 多人数の学習者に対して植物野外観察の指導
を行う場合は、学習者を少人数の集団に分ける小集団
学習の形態をとることが一般的である (図lの小集団
学習)。 その場合に、複数教員を配置してティームテ
ィーチングで指導したり、あるいは十分な人数のティ
ーチングアシスタン トの補助を受けて指導することが
考えられるが、日本の大学における全学共通教育の現
状を考えると、現実的な方法とは思われない。そこで
一人の指導者が多人数を対象とした植物野外観察実習
を実現する方法と して、 学習の個別化を行った(図 1
の個別学習)。また、構物野外観察実習の個別化を行
うに当たっては、次に述べるグ リー ンアドベンチャー
の手法を導入した。
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図 1 観察実習における小集団学習と個別学習の比較
2. 3.グリーンアドベンチャーの手法の導入
森田 (2003)によると、グ リー ンアドベンチャーは
自然の体験的学習活動を通して自然を具体的に知る方
法のひとつとして1973年に考案され、翌1974年から実
践が開始されたという 。特徴としては、学問的な観察
ではなく、ゲーム的要素をもっ観察であること。また
実施方法は、出席者がコース案内図に従いながら、番
号札のかかった植物と解答用紙の番号を合わせ、解答
十|制に植物の和名(lO~ 59種)を記入する方式となって
いる (図2および3) 0 2003年時点で全国に69ヶ所の
常設コースが設置されているとのことである。
このグリー ンア ドベンチヤー開発の教育的意義は、
植物観察が身近なものとなっただけでなく、植物観察
学習の個別化が実現したことにある。そこでこの個別
化された観察プログラムのうち、ゲーム的要素を取り
入れている点、およびワーク シートを用いてコース案
内に沿って植物を巡る手法を、本学習プログラムに導
入することとした。ただし、本来のグ リー ンアドベン
チャーでは構物の名前に主眼が置かれている。これに
対して、本学習プログラムでは植物の各特徴を五感を
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図 2 グリーンアドベンチャ-Q&Aパネル
(森EI，2003) 
図 3 グリーンアドベンチャーの例
(森田， 2003) 
用いて観察(授業では「アクション」と呼ぶ)するこ
とに主眼を置いている点が異なる。従って、厳密な意
味でのグリーンアドベンチャーとは異なるものであ
る。しかし、植物観察を身近なものとすることや個別
化するという教育的意義は十分活かされているといえ
る。従って、授業ではグ リー ンアドベンチャーの呼称
を採用することとした。
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2. 4. 学習プログラムの教育課程上の位置づけ
野外植物観察実習は、筆者が担当する大阪市立大学
全学共通教育の総合教育科目Bの科目群「自然と人間」
主題 「自然科学と人間」の 1科目である「森林環境と
人聞社会(半期 2単位)Jの中に位置付けられる(表
1 )。この科目では森林に関する科学的な基礎知識を
身につけること、森林に関する興味 ・関心を持つこと、
および森林環境と人間社会の関わりについて高い意識
を持つことを科目の目標として設定した。科目内の毎
回の授業内容を表2に示す。野外植物観察実習は第 2
回目の授業(表2※印 90分間)で実施する計画とな
っている。
表 1 全学共通教育の教育課程
科目群 主題
人間と科学
総合教育科目A 都市・大阪
生命と人間
回生セミナ
人間と知識 ・思想
人間と社会 現代社会と人間
社会と人格
歴史
総合教育科目B 歴史と文化 地域と文化
文学と芸術
自然と人間 現代の自然科学
，，~!.ói;;'I'!，~.:III."rH 
情報と人間 情報と人間
数学
物理
物質科学
基礎教育科目 化学
生物学
地球学
図形科学
英語
ドイツ語
フフンス語
外国語科目 中国語
ロシア語
朝鮮語
日本語
健康スポーツ科学講義
健康スポーツ科学科目 健康スポーツ科学実習
実験実習
スポーツ実習
表 2 i森林環境と人聞社会」での
各国の授業内容一覧
①森と林の違いは? (森林の基本概念)
②身の回りの催物(グリ ンアドベンチャ )※ 
③森林の恩恵1
④森林の恩恵2
⑤森林の恩恵3
⑥森林の生い立ち1(1箆に上がった組物)
⑦森林の生い立ち2(最初の森林の出現)
③森林の生い立ち3(針葉樹の森林の出現)
⑨森林の生い立ち4(広楽樹の森林の出現)
⑬日本の森林
⑪世界の森林
⑫人間社会と森林1(日本の森林問題)
⑬人聞社会と森林1(地球規模の森林問題)
⑬人間社会と森林3(人聞社会と森林間短)
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2. 5.授業内容
2. 5. 1.目標設定
高校において生物科目を履修していなレ者を対象と
して目標および内容を設定したD つま:')、野外での植
物観察実習を通して、学内の身近な植物に親しみ、興
味・関心を持つこと、および授業に登場する植物につ
いて実物を確認しながら基礎的知識を得るとともに、
これからの授業への動機付けとなることを1標として
設定した。なお、前述の科目全体の目標との関係は、
「森林に関する興味・関心を高めることjおよび「森
林に関する基礎知識を身につけること|の部分におい
て本学習プログラムは特に関わっている D
2. 5. 2.指導方法・内容
前述した 5つのプログラム開発のねらいに基づき、
グリーンアドベンチャーの手法を導入し、以下に示す
具体的な指導方法および学習内容を決定したロまた、
学習の個別化を図るためのツールとしてワークシート
(資料 l参照)を開発した。表 3に学習内容を示す。
この学習内容に従い次の要領で観察実習が進行するよ
う計画した。
①大阪市立大学杉本キャンパス(大阪府住吉区)内の
1種類の樹木をあらかじめ指定し、それぞれのポイ
ントの樹木には標識(ポイント番号および植物名が
記されている)を掲示しておく(閃 4，)。なお、 1
種類の樹木はその後の授業で扱われる樹種である
が、その数は必要最低限の数におさえる配慮をし
た。
(乏学生はルートマップと標識をたよりにポイント 1:か
ら1までの樹木を番号順に巡る巴各ポイントではワ
ークシートに記載されたそれぞれ指定された「アク
ションJ(表3)を実行する。)
③指定された「アクションjの内容に従ってワークシ
ートに必要な事項の記入やスケッチなどを行う(表
3および図 5)。
④最終ポイントの「アクションJを行い、ワークシー
トを授業担当者に提出し実習は終了となる。
⑤翌週の第3回目の授業において、観察した11種類の
樹木について配付資料(資料2)および、パワーポイ
ントを用いて解説(事後学習)を行う(表2)。
2. 5. 3.授業出席者の評価方法
授業出席者の評価は当日の授業終了時に提出された
ワークシートの 1から1までの各アクション項目の記
載内容およびワークシート末尾にある自己評価アンケ
ートを基に行った(資料 1 野外観察ワークシート
4 )。自己評価アンケートは授業目標として掲げた
「学内の身近な植物に親しみ、興味・関心を持つこと、
表3 野外観察実習の内容
番号 4・絢名 ワークシートでのアクションの指示 アクションの具体的内容 学習項目
① クスノキ 業を一枚取り、手でもみほぐして臭いを噴いでみよう どのような臭いか飽述 徹種子、繍植脳物の双原子料葉畑、クスノキ科、暖j量得緋の織成
後る銭に付いている棄のを帽一子枚)を録1集、また地面~にの落コちナてラい
② アラカシ 斗(ドングリ ) 個録集し、 へ 業1敏と鐙斗1値を傑.行って下さい
，a曜冷信a温干組温得姐牲得絢と体繕の双震子繍綱同性mRZR  頬フナ科
樋(アラカシ)
①~ココナラとアラカシの果葉の比般般を斗し{ドよンうグ， 申哩コ但温唖ナ遺い書長ラをの斗のE手の業途触扇とり頂信、倒斗貿かを16ら傑み厚.たみし復アを織ラ比カを厳シスしとケ‘比両ッ較チ者しの遣いを 種{コナラ)③ コナラ ナラとアラカシの 実の 1)の帽子}
の遣いを見つけよう 両者の
④ ユリノキ ユリノキの葉はどんな形?不思搬な3曜の形をスケッ 震の外形のスケッチ 開始的徹子相納(モクレン科}チしてみよう
(5) ソテ'-")_ ソテツとヤシはよく似ています包遣いを見つけよう 両者の遣いを飽述 線子織物ソテツ刻、徹子纏絢.子.頬園陸棄と績.
(6) ヤシ
イかチ気ョづウいのた.ζ脈とをは根つ本から薬先まで遭ってみよう。何 ぴF事ち、積.元をか1紋ら鐸ZEa9Eしま.で.をの.中の央外付形近がの儲.か脈れをた1図本中選 徳イチ子ョ纏ウ絢のイ!東チ'ョウ踊⑦ イチョウ 始性(ニ叉分厳禁脈、精子形成、お.
にスケッチ 付きイチョウ)
.1、ミbタ ヒノキ ヒノキ{ZヒEをノキ特の一種のカイズカイブキ)に薫はあるワ 見つけよう 葉一敏分と思われる飢分をスケッチ
練子細と車物EbE畢事形果態煩ヒノキ科
創業
⑤ セコイア 後象{碕の両.I!に棄の付いた綾}を1つ操.し.メタセ 織元に落ちている綾象を録集 常練子植物E業事県頬、世ス界ギ畳科高樹コイアのところへ行って下さい 緑性針術 高
⑩， タケ タケl立木ですかマ草ですか? そして、その理由 タケを観察し、木か草かその理由を舵述 徹子植物蝋子旗朔タケ科、木本性と草本性lま守
f@梱命G見bE嘩療メ遁名しタた肉し轟内セかたを継板コか包zをイっ配述健艶アさ途みのが、後しメ現金てタ存を毘セ.1述コつ体イ鐸アは集はいし セコイアと比厳し⑪ メタセコイア ま争③}セ現メタコ存セイ個コア体イとアはメタのどセこ名コで前イ発lア主見権のさが業れつのたけ遭のたいだのをろださうがろうそう いつ‘どこで‘雄が 得a東メzタ子，FEFセ綱性《コ対初僻イ生n東アeと属県側互，悶主Eス見}ギの制健省と三本浅の功繍
つ.どこで、縫が発
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図4 観察ポイン卜での標識表示
および授業に登場する植物について実物を確認しなが
ら基礎的知識を得るとともに、これからの授業への動
機付けとなること」を基に自由記述の感想を含む15項
目を設定した。項目12(高校までの野外観察の経験)
および項目15(自由記述方式の感想)を除いて、 「強
く同意jから「強く不同意jを5段階で自己評価する
形式とした。なお、このアンケート(質問紙)形式で
の自己評価は2008年度前期より導入した。
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図 5 野外観察実習の様子
3. 授業実践
授業は筆者 1名が担当した。 2005年度後期より開始
し、 2010年度前期現在まで10回開講しこれまでに1515
名が参加した。学部・学科別授業出席者を開講年度・
学期別に表4に示す。授業開始時にワークシートを配
布し、観察実習の目的、内容、方法を約10分間説明を
行った後、各自ポイント lから順番に実習を開始する。
実習開始後に授業担当者は各ポイントを巡回しなが
ら、適宜助言や質問に答える。最終ポイン トに最初の
表4 学部学科別授業出席者一覧
学部 学科 05後期 06前期 06後期 07前期 07後期 08前期 08後期 09前期 09後期 10jij期 合計
商 13 10 44 45 29 58 15 39 8 20 280 
経 22 64 40 73 25 48 33 30 15 29 382 
j去 2 13 5 9 22 17 9 7 15 17 116 
文 5 18 14 10 8 22 18 28 14 18 155 
数学 。 3 。 。 。 7 4 7 。 22 
物理 。 3 4 7 5 3 5 3 3 10 43 
物質 。 。 4 7 3 。 。 17 
理
化学 3 。 6 7 3 11 4 6 42 
生物 6 。 6 4 4 5 4 6 2 38 
地球 。 4 。 3 3 2 。 。 3 8 23 
理科選択 。 。
学部合計 9 11 11 18 23 26 16 22 23 27 186 
機械 。 2 。 。 17 24 
電気 B 。 。 7 8 。 3 。 28 
応化 。 。 2 。 7 4 。 2 。 16 
建築 9 2 13 12 2 B 2 4 。 53 
都市 。 6 。 2 。 。 12 
応物 7 。 4 。 4 3 2 。 。 21 
工 情報 2 10 
。 6 5 2 8 9 44 
バイオ 2 。 。 。 6 。 10 。 。 。 19 
知材 5 4 。 。 4 。 。 16 
環境 。 10 。 5 。 12 2 。 。 30 
電子物理 。 。
化学1¥イオ 。 11 。 11 
都市学科 13 4 16 33 
学部合計 33 18 37 13 35 30 38 25 35 43 308 
医 看護 。 。 。 。 。 。 。 。 2 
食品 4 。 。 。 。 3 11 
生 居住 6 12 10 
。 29 2 。 。 61 
人間 4 7 。 2 。 。 17 
学部合計 6 10 13 18 。 32 3 4 2 89 
合計 90 144 164 186 142 233 132 153 115 156 1515 
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学生が到達するのはおよそ40分から50分後である。そ
のころを見はかり授業担当者も最終ポイントに移動
し、ワークシートの提出を受け付ける体制に入る。 10
回の授業とも90分の授業時間内に全ての出席者がワー
クシートを提出している D
4.学習プログラムの評価
4. 1.評価の観点
ワークシートの一番最後(資料 1野外観察ワークシ
トー 4)に掲載した自己評価アンケート(15項目全て)
の回答データを分析し学習プログラムの評価を行っ
た3 評価の観点は第2章冒頭で示した 5項目の学習プ
ログラム開発のねら~，、にそって行った口つまり、
①全学共通教育科目の授業へ野外観察実習を導入する
②多人数クラスへ対応した野外観察実習プログラムと
する
③座学中心の授業からアクテイプ・ラーニングへの転
換を図る
④楽しき、興味・関心、意欲など情意面での充実、お
よび学習への動機付けの|喚起を図る
③生物未履修者にも親しみやすい内容とする
以上の5つの観点である。なお、授業出席者の評価
のところでも述べたように、自己評価アンケートは
2008年度前期から2010年度前期までの 5回の授業で実
施した 3 従ってこの5回分の回答を評価に用いた=
4. 2.評価
4. 2. 1.全学共通教育科目に野外観察体験を導入
する意義
大学入学以前に植物野外観察実習の経験があるとす
る割合は73.4%にのぼるが(表 5)、その時期につい
ては、小学校での経験が64.2%で最も多く、高校での
経験は 1割 (6.2%)にも満たなかった(表6)。冒頭
において高校での I生物IJの未履修や実験実習の体
験の不足を述べたが、本プログラム出席者においても
小学校では経験しているが、高校段階ではほとんどの
者が未経験であることが示された。このことは自由記
述の感想にも「小学校以来久しぶりに植物観察を行っ
た」という記述が顕著である点と矛盾しない。このよ
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うな状況で入学した学生がこのような実習を取り入れ
ることに対して88.4%の者が「良いことjと評価し、
さらに76.1%の者がまたこのような実習を「やりたいj
と回答していることから、全学共通教育科目に野外観
察実習を導入する意義は十分見いだせると考えられ
る口
表 5 実習経験の有無
ある ない
08前期 192 41 
08後期 91 40 
09前期 109 42 
09後期 78 35 
10前期 101 49 
合計 571 207 
表6 実習経験の時期
小学校中学校 高校
08前期 180 75 18 
08後期 87 37 8 
09前期 99 51 6 
09後期 71 25 11 
10前期 81 51 7 
合計 518 239 50 
表7 実習を取り入れることは良いこと
ー強〈同意 強〈不同意→
2 3 4 5 
08前期 121 89 21 2 。
08後期 63 54 14 。
09前期 61 65 19 4 
09後期 56 45 10 2 。
10前期 68 66 7 5 4 
合計 369 319 71 14 5 
表 8 またこのような野外実習をやりたい
ー強く同意 強〈不同意→
2 3 4 5 
08前期 97 78 46 5 
08後期 50 44 32 5 。
09前期 58 55 24 7 4 
09後期 46 38 23 6 
10前期 58 62 16 10 4 
合計 309 277 141 33 10 
4. 2.野外観察実習での多人数受講者への対応
表4に示したように、これまでの受講者の最大人数
は233名である。また10回の授業実践は支障なく実施
することができた。このことから、少なくとも200名
規模の人数には十分対応できる学習プログラムである
ことが示されたD なお、一番最初の観察ポイントでは
どうしても人が集中する傾向が毎回観察されることか
ら、 300人以上の規模で実施する場合は 2グループに
分割し、観察を開始するポイントをずらすなどの対応
が必要になると予想される。
4. 3.座学中心の授業からアクティブ・ラーニング
への転換
植物に目を向ける良い機会となったり、新しい発見
ができたり、植物の多様性を認識できたり、あるいは
いろいろな植物の存在に気づいたりなどの項目におい
て(表9._ 12)、いづれも85.1%から92.9%の高い同意
の回答が得られた。またワークシートの記述やスケッ
チ内容を 3段階で評価(1 :レベルに達していない、
2 :レベルに達している、3:レベル以上に達している)
した口評価の観点としては、①各アクションで求めら
れている内容を理解しているか、②アクションに基づ
き記載やスケッチが適切になされているかとした D
2005年後期から2010年前期の10回の授業評価を集計し
たところ、評価 1が7.6%、評価 2が76.6%、評価3が
15.8%であった口以上の結果は、個別化された観察実
習において、学習者が自主的、能動的に学習を行って
いたことを示唆するものと判断される。
表 9 植物に目を向ける良い機会
←強く同意 強〈不同意→
2 3 4 5 
08前期 142 79 10 。
08後期 74 42 13 2 
09前期 84 54 11 
09後期 66 40 7 。
10前期 83 53 9 3 2 
合計 449 268 50 7 5 
表10 新しい発見ができた
ー強〈同意 強〈不同意→
2 3 4 5 
08前期 129 57 23 5 。
08後期 58 47 15 5 。
09前期 74 57 11 4 
09後期 59 40 6 3 。
10前期 58 64 15 2 
合計 378 265 70 18 3 
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表11 植物の多様性を認識できた
←強く同意 強〈不同意→
2 3 4 5 
08前期 118 85 26 2 。
08後期 60 49 17 6 。
09前期 71 58 21 。
09後期 61 37 12 2 2 
10臨塑 66 57 21 5 
合計 376 286 97 15 4 
表12 色々な植物があることに気がついた
←強く同意 強く不同意→
2 3 4 5 
08前期 151 51 7 4 2 
08後期 87 26 11 2 。
09前期 102 36 6 2 
09後期 75 29 7 。 。
10前期 93 38 8 。 2 
合計 508 180 39 8 5 
4. 4.楽しさ、興味・関心、意欲を喚起し、情意菌
での充実感を得ること
面白さ、楽しさ、驚き、興味・関心などの情意面で
の充実に関しても いずれの項目においても75.3%か
ら85.4%の肯定的な回答が得られたD さらに、意欲に
ついても同様に80.7%の肯定的な回答が得られ、その
後の授業への動機付けとしての機能を十分果たしてい
ると判断される。
4. 5.生物未履修者にも親しみやすい内容とするこ
と
親しみが持てたとする問いについても肯定的な回答
が75.6%を越え、高校での生物未履修者を含め植物を
身近なものとする役目を果たしていると判断される。
表13 面白かった
←強く同意 強く不同意→
2 3 4 5 
08前期 98 107 26 2 。
08後期 55 61 13 2 
09前期 41 76 21 12 。
09後期 39 62 10 2 
10前期 35 77 26 5 7 
合計 268 383 96 23 9 
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表14 楽しかった 5. まとめ
←強く同意 強く不同意→
2 3 4 5 
08前期 107 100 23 3 。 グリーンアドベンチャーの手法を導入して、植物を
08後期 50 59 15 7 対象とする野外観察実習を個別化する学習プログラム
09前期 34 59 35 22 を開発したD この学習プログラムを用いて大阪市立大
09後期 33 56 19 4 2 
10前期 31 58 40 15 6 学全学共通教育の授業において 5年間で合計10回の授
合計 255 332 132 51 10 業実践を行い、事後に行った質問紙調査の分析結果を
基に多人数クラスでの有効性を検証した。その結果、
表15 おどろきや新鮮さを感じた
情意面での充実、学習への動機付け、能動的な学習態
ー強く同意 強く不同意→
2 3 4 5 度の育成、親しみやすい野外観察実習の実現などの点
08前期 107 100 23 3 。 で良好な回答を寄せていることが判明し、少なくとも
08後期 50 60 17 5 。
200名規模クラスまでの野外観察実習では十分実用域
09前期 53 75 14 8 
09後期 44 56 7 4 3 にあることが示唆された口
10前期 58 63 22 5 2 課題としては、多人数に対応するために野外観察実
合計 312 354 83 25 6 
習の個別化を行ったが、個別化の意義として学習者の
多様化への対応という特性がある。従って、既履修者
表16 興味・関心が持てた
や既体験者などを対象としたよりアドバンスな内容の
←強〈同意 強く不同意→
2 3 4 5 ワークシートの開発も考えられる。また、今回は200
08前期 78 114 38 3 。 名規模クラスまでの試行であったが、大阪市立大学に
08後期 38 70 22 2 。
おいても最大数百人規模のクラスが存在することか
09前期 37 85 22 7 。
09後期 26 62 24 ら、より多人数の規模までの対応の検証が必要であ
10前期 28 83 27 9 2 る。
合計 207 414 133 22 3 
注
表17 意欲がわいた
←強〈同意 強〈不同意→
1 )一般に学習形態に!ま一斉学習、小集団学習、個別学関が
2 3 4 5 
08前期 88 112 31 2 。 ある。倒別学習は学習者個々人の興味や能力なと1こ従っ
08後期 37 67 28 。 。 て、例人のベースで進める学習形態で、集団を前提とし
09前期 40 83 24 3 てし aる一斉学習では対応しきれない個人差やつまずきな
09後期 35 52 24 2 どをカバーし、学習者一人一人に適した学習過程を構成
10前期 33 82 31 3 するために用いられる(千取， 2004)c学習の個別化を
合計 233 396 138 8 5 指す場合、狭義では完全な桐人対個人指導を指すが、一
斉指導や小集団指導においても指導の過程の中に制別指
表18 親しみが持てた
導を組み込むことも行われる。本稿で紹介する観察実習
もこの集団における個別化した学習に該当する c なお、
←強〈同意 強〈不同意ー 集団における個別化した学習の例として辻、 1960年代に2 3 4 5 
08前期 72 97 38 4 。 F. s. Kellerによって促;唱されたPSI(Personalized System 
08後期 32 66 24 3 of Instruction)などがあり、日本の教育にも影響を与え
09前期 43 68 31 6 。 ている c また最近では大学教育への導入例も報告されて
09後期 24 53 28 4 し、る (1J後， 1999)。
10前期 27 74 31 5 3 
合計 198 358 152 22 5 
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資料 1 野外観察実習ワークシート 1
'1.，-:--1'ドパ〉千，，- in atS唱さか帝大 (2010前掲
'都・学科名(
名(
学年( 回生) 学籍番号〈
1 ， 目的
クりーンアドベツチャー(学内の値拘探議)の活動を通して
1) 身近(学内Jな値物に親しもう+
2) 期業に登場する植物について讐礎知訟を得ょう。
2，方;ま
1) 11種頬の樹木を 1暑から 1暑まで順番に巡ります。それぞれのポイシトの樹木|こは模訟が掲げられています。
の それぞれのポイン卜で指定されたアクションを行コて下さい φ
:3) ワークシートに記入力1必要なもの|ま記入して下さい。
3. 提出
1曇固めポイン卜で記入したワークシートを担当教員(大久保)に提出してください。
本 ワークツートの援畠閣が志自の出民自首左なります.
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11.クスノキ
7クション:葉を一枚取り、手でもみほぐしτ臭いを暗いでみよう。
水どのような臭いか記述しましょう。
12. Tラ力ツ |
アクション:胡ζ付いている葉を一枚採集また壇画こ落ちている設斗(~ンヲりの帽子〉を
1 個採集し、次のコナラへ行コて下さ~. 
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|3.コナラ | 
アクション:①コナラとアラカシの葉の比較をしよう。
*葉の手触り、質感、!手みを比較し、それぞれ託出Eしましょう。
アラカシの葉(
コナラの葉 ( 
②コナラとアラカシの果実の般斗(ドングリの帽子)の遭いを見つけよう。
*殻斗(帽子)の顕rtiflOIからみた模織をスケッチし、違いを記述しましょう。
コナラ アラカシ
以下のスペースにコナラとアラカシの殻斗のちがいを記述しましょう。
アクション:ユリノキの葉はどんな形?不思議な葉の形をスケッチしてみよう。
* 集の外形をスケッチしましょう。持集が出始めたば治、りですので、できるだけ大きく成長した集を選びますc
~1!t~ JlJ!に採集しないで下から凡ながら拙きましょうコ
|6.ヤシ|
アクション:ソテツとヤシはよく似ています。違いを見つけよう。
*理学部玄関lit.j)協の樹高の低い方がソテツ、その両脇外側の樹高の向い方がヤシです。両者のi郎、を記述しましょう。
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資料1 野外観察実習ワークシート 3
アクション:イチョウの葉脈を根本から葉先まで追ってみよう。何か気ついたことは?
*工学部煉に治って駅方面に進むと、歩道右手にイチョウの並木があります。根本に落ちている落ち葉を一枚採集しま
しよう。葉の中央付近の葉脈を l本選び、恨元カも葉先までを下の図の中に描写しましょう。
アクション:ヒノキ(ヒノキ科の一種のカイズカイブキ)に葉はある? 葉を見つけよう。
*先ほどのイチョウ並木と平行にヒノキの並木があります。葉一枚分ι思われる部分を描写してみましょう。
アクション:枝条(軸の両脇に葉の付いた枝)を1つ採集し、メタセコイアのところへ行って下さい。
*法学部棟玄関両側のセコイアの根元に落ちている枝条(枯れて赤茶色に変色)を採集しましょう。
アクション:タケは木ですか?草ですか? そして、その理由は?
* IlJLtJI込念館へ通ずる通路右手にタケ林があります。その様子を観察し、木か草か、その理由を記述しましょう。
11.メタセコイア
アクション:①セコイアとメタセコイアの葉の遣いをさがそう。
*メタセコイアの枝条を 1つ採集し、セコイアと比較し相違点を2っさがして記述しましょう。
裏へ続く
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②メタセコイアの名前は誰がつけたのだろう。
*案内板を読み、メタセコイアはし、つ、どこの、誰が命名したか百己主しましょう。
@混存個体はどこで発見されたのだろう。
*案内板を読み、現存個体はし 1つ、どこで、誰が発見したか記述しましょう U
12.本日の実習の評価と感想
アクション:本日の実習の評価と感想をまとめよう。
1.以下の各項目について該当する番号をOで闘み、必要事項を( )内に記述して下さいc
(1)今回の野外観察実習は面白かった。
強く同意 強く不同意
D一一
理由(
(2)今回の野外観察実習は楽しかった。
強く同意
理由(
強く不同意
(3)今回の野外観察実習におどろきや新鮮さを感じた。
強く同意 強く不同意
D一一
理由(
(4)植物に興味・関心が持てた。 (5)植物に親しみが持てた。
強く同意 強く不同意 強く同意
D一一一一②一一一-Q l)一一一一也ト一一ー ベ3一一一一一包
強く不|司意
(6)今後の授業に対して意欲がわいた3
強く同意
(7)学内に色々な植物があることに気がついたり
強く不同意 強く同意 強く不同意
φ一一一一②一一一--(J
(8)楠物の多様性を認識できた。
l汁一一一也〉一一一也
(9)あたらしい発見ができた。
強く同意 強く不|司意 強く同意
D一一一一也〉一一一一べg}-一一一一也
(10)植物に目を向ける良い機会になったU
強く同意 強く不同意
ひ一一一②一一一也ト一一一④一一一-(Q
(12)大学入学以前に植物の野外観察実習の経験がある。またあるとすればいつですか。
1)経験の有無 2)時期<*実施したもの全てに0)
ある ない 小学校中学校 高校
①一一一一② ①一一一一也〉一一~
(13)このような野外での実習を取り入れることは良いことだ。(14)またこのような野外観察をやりたい。
強く不同意
強く同意 強く不同意強く同意 強く不|司意
D一一ー 一 ー
理由(
(15)この野外観察実習(グリーンアドベンチャー)全体を通しての感想、
91 
大久保 「多人数授業(学士課程全学共通教育)での野外観察実習導入の試み」
資料2 事後指導授業配布資料その 1
森本欄i克と人聞社会第3回授業資料
図1 クスノキと栂脳 図2 落葉・常緑ドングリの分布
樟脳(しょうのう)
-ー+
ア事7
図3 ユリノキ (モクレン科) 図4 ソテツとヤシの複葉
f 
ソテツ(裸子植物) ヤシ(被子植物)
図5 イチョウの葉脈 図6 ヒノキ科の鱗葉
シダ
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資料2 事後指導授業配布資料その 2
セコイア :常緑樹
図8 三木茂先生
図7 セコイアとメタセコイア
メタセコイア:落葉樹
医19 生きている化石
三木茂先生
図 11 木本の茎の構造と肥大成長1
木とは?
C 周回
互生 十字対生
図10 100万年前のメタセコイアの森復元図
現生(大阪市大)
??
では、
幹のどの部分が肥大成長するだろう?
愛知川産化石林調査団(1993)
図12 木本の茎の構造と肥大成長2
木とは?
二次肥大成長と材(二次木部)形成
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